
い
つ
も
の
朝
食
後、

大
学
へ
。

午
前
中

は
交
流
協
定
校
の
香
港
中
文
大
学
の
国
際

交
流
担
当
T
－

ウ
l
氏
と
M
・

ラ
ウ
さ
ん

が
学
長
室
へ
。

同
僚
の
女
性
教
授
・

鮎
沢

さ
ん
（
日
本
語
教
育）

を
交
え
て
昨
日
悶
様

に
特
別
食
堂
で
会
食
予
定
だ
っ
た
が、

時

間
が
押
し
て
き
た
の
で
ス
ー
パ
ー
の
お
握

り
一

つ
を
公
用
車
の
な
か
で
食
べ
て
駒
場

の
日
本
国
際
教
育
協
会
へ
。

私
が
国
際
事

務
総
長
を
つ
と
め
て
い
る
U
M
A
P
（
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
流
機
構）

の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
挨
拶
し、

新
装
成
っ
た
代
々
木

の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
苛
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
て
西
ケ
原
旧
キ
ャ
ン

パ
ス
の
学
長
室
へ
。

懸
案
の
『
東
京
外
国

語
大
学
史

資
料
編
一
』

が
完
成
し
た
の

で
編
集
委
員
会
の
同
僚
と
ビ
l
ル
で
乾
杯

（
と
い
っ
て
も
ア
ル
コ
ー
ル
に
弱
い
私
は
グ

ラ
ス
に
半
分
程
度）。

近
く
の

中
華
料
理

屋
・

高
来
粁
の
天
津
井、

に
ら
レ
バ

l
妙

め
と
焼
き
鮫
子
が
う
ま
い
。

開園
・
・
・
・
・
・
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

 

週刊新潮
四
月
二
十
二
日
（
日）

学
長
を
し
て
い
る
と、

土、

日
に
も
行

事
が
多
く
な
か
な
か
休
め
な
い
。

し
か
し

今
日
は
楽
し
い
一

日
に
な
り
そ
う
だ。

朝

食
は
ト
ー
ス
ト
一

枚
と
レ
タ
ス
に
小
女
子

と
胡
麻
を
ま
ぶ
せ
た
サ
ラ
ダ、

コ

ー
ヒ
ー

二
杯。

コ

ー
ヒ
ー
の
水
は
松
本
の
別
荘
の

深
井
戸
の
も
の
な
の
で
昧
が
い
い
。

家
内

の
手
造
り
の
緑
色
の
ジ
ュ

ー
ス
は
小
松
菜、

キ
ャ
ベ
ツ、

レ
モ
ン
を
ミ
ル
サ
l
で
持
つ

日記

私の週間

て
峰
蜜
を
加
え
た
も
の
。

私
の
健
康
の
索

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

午
後
は
二
時
か
ら

我
が
家
で
室
内
楽
の
練
習
な
の
で、

畳
は

片
付
け
を
し
な
が
ら
ク
ッ
キ
ー
を
つ
ま
ん

だ
だ
け。

五
月
六
日
（
日）
に
年
一

度
の
ス

ズ
キ
・

ス
ト
リ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
王
子
の
「
北
と
ぴ
あ
」

で
行
わ
れ
る
が、

今
年
の
「
ス
ズ
キ
O
B
合
炎
団
・

中
，問
徹

雄
と
仲
間
た
ち
」

の
曲
目
は
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
デ
イ
ヴ
エ
ル
テ
イ
メ
ン
ト
K
1
3
8
。

丸
紅
の
給
田
英
哉
専
務
ら
十
名
の
仲
間
と

ず
中嶋嶺雄
（東京外国語大学学長）

夜
ま
で
ムロ
奏
を
楽
し
ん
だ。

家
内
が
仕
事

で
出
か
け
て
い
た
の
で、

夕
食
は、

ホ
テ

ル
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
の
ケ
l
タ
リ
ン
グ

で
全
員
一

緒
に
松
花
堂
弁
当。

四
月
二
十
三
日
（
月）

い
つ
も
ど
お
り
の
朝
食。

畳
は
交
流
協

定
校
の
パ

リ
第
三
大
学
ア
ラ
ン
・

ク
ロ
シ

エ

教
授
夫
妻
と
大
学
新
キ
ヤ
シ
パ
ス
の
特

別
食
堂
で
同
僚
の
水
林
教
授
（
フ
ラ
ン
ス

文
学）
も
交
え
て
会
食。

来
客
用
メ
ニ
ュ

ー

あ

で
刺
身、

和
風
ス
テ
ー
キ、

和
え
物、

茶

碗
蒸
し
に
赤
だ
し
と
御
飯
だ
っ
た
が、

驚

く
な
か
れ、

イ
ナ
ゴ
の
甘
露
煮
が
添
え
て

あ
っ
た。

信
州
育
ち
の
私
に
は
大
好
物
だ

が、

フ
ラ
ン
ス
人
夫
妻
に
ど
う
説
明
す
べ

き
か。

イ
ナ
ゴ
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
知
ら
な

か
っ
た
が、

品
目
党
え
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
『
自

由
を
我
等
に
』

の
「
ポ
ン
・
ア
ー
ル
・

ラ
・

サ
ン
テ（
健
康
に
良
い
こ
と
い
う
一

節
が
関心

い
浮
か
ん
だ
の
で、

そ
う
説
明
し
た
ら
喜

ん
で
く
れ、

ホ
ツ
と
す
る。

夜
は
長
男
が
大
学
関
係
の
出
張
で
大
阪

か
ら
来
た
の
で、

彼
の
好
物
の
ス
テ
ー
キ

と
蛸、

帆
立
貝、

パ
プ
リ
カ、

セ
ロ

リ
！、

パ
セ
リ
の
シ
l
フ
l
ド
・

サ
ラ
ダ
に
豆
腐

の
味
噌
汁
と
御
飯。

九
十
二
歳
の
母
も
食

が
す
す
む。

食
後、

訪
日
が
実
現
し
た
李

登
輝
ご
夫
婆
か
ら
「
い
ろ
い
ろ
有
難
う
」

と
大
阪
か
ら
電
話
が
あ
り、

話
が
榔
む。

四
月
二
十
四
日
（
火）

68 ’01.5.31 

四
月
二
十
五
日
（
水）

八
時
に
車
来
る。

い
つ
も
の
朝
食
を
急

い
で
九
時
半
か
ら
学
長
室
で
打
ち
合
わ
せ。

博
士
学
位
授
与
式
の
の
ち
十
一

時
か
ら
の

評
議
会
が
一

時
過
ぎ
ま
で
か
か
る
。

国
立

大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
の
問
題
な
ど
を

審
議。

そ
の
後
も
釆
客
が
相
次
い
だ
の
で、

遅
い
昼
食
は
秘
書
の
吉
村
さ
ん
に
も
ら
っ

た
ア
ン
パ
ン
と
ク
リ
ー
ム
パ
ン
。

一

橋
大

の
石
弘
光
学
長
と
「
四
大
学
迎
合」

に
関
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速
す
る
件
を
耶
中
屯
話
で
話
し
な
が
ら
ラ

ジ
オ
た
ん
ぱ
の
ス
タ
ジ
オ
へ

急
ぐ。

中

凶
・

ア
ジ
ア
附
組
の
棒
組
を
収
録
し
て、

毎
日
新
聞
社
内
の
ア
ジ
ア
調
査
会
へ
。

伊

豆
見
元
氏
（
的
問
川町
立
大
教
授）

の
朝
鮮
問

題
の
報
告
の
司
会
を
つ
と
め
な
が
ら
夕
食

は
パ
レ
ス
サ
イ
ド
・

ピ
ル
大
作
の
弁
当。

夜
は
原
稿
執
紙。

好
物
の
虎
屈
の
羊
鑓
と

一
稲
砂
屈
の
長
崎
カ
ス
テ
ラ
に
手
が
出
る。

学
部
に
出
向
し
て
い
た
時
の
教
え
チ
で
あ

る。

小
泉
新
内
閣
に
知
人
が
何
人
か
入
閣

し
た
夜
で、

政
則介
の
而
々
や
山
崎
正
和
氏、

石
川
好
氏
ら
の
川
知
も
多
か
っ
た
が、

今

夜
は
私
が
発
起
人
代
表
な
の
で
パ

ー
テ
ィ

で
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
少
々
つ
ま
ん
だ
程

度。

HW
宅
後
は
明
朝
波
さ
ね
ば
な
ら
な
い

新
著
の
校
正
が
深
佼
ま
で
か
か
り
焼
某
rr

で
空
肢
を
満
た
す。

つ
中
鳴
き
ん
の
生
活。

明
I
M
の
グ
リ
ー

ン
ジ
ュ

ー
ス
は、

会
食
を
外
で
泌
す
詳
し

に
ぴ
っ
た
り
と
は
ま
る。

こ
の
皮、

厚
生

労
働
行
か
ら
出
さ
れ
た、

野
菜
類
1
日
3

5
0
ザ
を
版
取
す
る
よ
う
に、

と
の
推
奨

似
を、

実
際
の
食
生
活
で
ま
か
な
う
に
は、

流
動
系
の
食
品
を
活
用
す
る
と
い
う
流
れ

に
落
ち
若
く。

野
菜
の
科
壊
は
手
間
が
か

か
る。

外
食
で
は
せ
い
ぜ
い
サ
ラ
ダ
止
り。

と
こ
ろ
で、

信
州
は
果
物
の
盟
岱
な
所。

り
ん
ご、

ぶ
ど
う、

柿、

す
い
か、

さ
く

ら
ん
ぼ
と
何
で
も
ご
ざ
れ
だ
が、

学
長
の

食
卓
に
は
登
山惜
し
な
い
よ
う
で
あ
る。

円

本
の
巣
物
は
美
味
を
表
わ
す
共一
地
訴
と
も

問山V、
フ 。

’

荒
牧
麻
子
（
ダ
イ

／
可

エ
ッ
ト
コ

ミ
ユ
ニ

司
＼

ケ
l
シ
ヨ
ン
ズ
代

炎
・
符
岐
栄
養
士）

レ
ス
ト
ラ
ン
に
新
設
す
る、

健
康
志
向

に
対
応
で
き
る
メ
ニ
ュ

ー
作
り
に
加
わ
っ

て
い
る。

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
技
術
を
駆
使

し
た
口聞
が
出
米
t
っ

て、

日
本
訴
で
の
メ

ニ
ュ

ー
名
を
考
え
た。

外
国
人
も
利
問
す

る
喝
所
な
の
で
英
文
表
謁
が
必
．災
と
な
る。

食
味
を
表
現
す
る、

深
い
味
わ
い
、

キ
レ、

コ
ク、

行
味。

来
て
は、

ま
っ
た
り
な
ど。

訓
母
方
法
は
訳
せ
て
も、

食
味
の
形
容
は

お
手
上
げ。

や
っ

ぱ
り
話
学
は
大
変。

さ
て、

円
本
の
語
学
教
育
の
頂
点
に
立

四
月
二
十
六
日
（
木）

い
つ
も
の
朝
食
だ
が、

無
加
舶
の
マ
ー

マ
レ
ー
ド
を
ト
ー
ス
ト
に
。

大
学
で
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
フ
レ
ス
ノ
校
の
ク

ラ
ッ
セ
ン
教
佼
の
来
訪、

会
議、

英
語
教

育
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど。

同窓
食

に
運
転
手
の
山
崎
君
の
お
母
さ
ん
が
作
っ

た
竹
の
チ
御
飯
の
お
に
ぎ
り
を
二
つ
も
ら

っ

た
。

決
段、

指
名、

が
は仙
打
ち
合
わ
せ

後、

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
公
明
党
代
議

士・
赤
松
正
雄
君
の
傑
作
『
忙
中
本
あ
り
』

の
出
版
記
念
会。

同
君
は
私
が
慶
応
大
法

四
月
二
十
七
日
（
金）

六
時
半
起
床、

い
つ
も
の
釧
食。

第
2

凶
日
仏
学
長
会
議
が
況
H月
初
め
に
ス
ト
ラ

ス
プ
ー
ル
で
あ
る
の
だ
が、

辿
休
中
で
航

空
券
が
と
れ
ず、

や
っ

と
A
N
A
の
エ
コ

ノ
ミ
ー
便
で
今
朝
出
発。

畳
の
織
内
食
は

ビ
l
フ
と
若
鶏
の
プ
レ
ゼ
な
ど、

結
構
な

味。

パ

リ
の
夜
は
ホ
テ
ル
近
く
の
ル
・

グ

ラ
ン
・

カ
フ
ェ

で
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
l
m
の

れ恰adv
－e

生
牡
嘱
を
亦
ワ
イ
ン
少
々
で
満
喫。

パ

リ
の
常
宿
が
満
杯
で
今
回
は
オ
ペ
ラ

岐
に
近
い
ホ
テ
ル
・

ス
ク
リ
l
プ
で
ビ
ュ

ッ
フ
ェ

式
側
食。

任
は
近
く
の
カ
フ
ェ

で

ム
｜
ル
只
と
マ
ロ
ン
の
ク
レ
ー
プ
が
美
味。

夜
は
中
凶
問
題
の
者
作
家
で
も
あ
る
駐
仏

大
伎
の
小
倉
和
夫
・

典
子
ご
夫
妻
の
お
招

周

淵

繍

J7
y
v
投，
争

議，rM

き
で
暮
れ
な
ず
む
エ
ッ
フ
ェ
ル
wm
を
眺
め

な
が
ら
伊
勢
海
老
の
主
丹
ソ
l
ス
焼、

制

御
飯
な
ど
を
公
邸
で
頂
戴
す
る。

メ
ニ
ュ

ー
に
「
再
会
」

と
市
で
尽
か
れ
て
い
た。

ー
次
回
は
吉
本
奥
様
東
京
本
社
代
表
・

検
還
彪
氏
｜

四
月
二
十
八
日
（
土）

後
カ
富
吉
郎－
a回

る
が
ふ

〈

伊勢
だ
よ
り

伊勢� a盆
名物*ID•緬面
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飯
合向
・

泰
道
寺

経

字

鐙

撞

け

ば

青

嶺

に

お

ん

お

ん

と

今
井
三
重
子

69 

事


